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やさしさのテスト
さい。イエス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。」
でも，どんなよいことができるでしょうか。
数
すう

日
じつ

後
ご

，メラニーのクラスはみんなでハイキングに行
い

きました。道
みち

には大
おお

きな緑
みどり

の木
き

や冷
つめ

たい小
お

川
がわ

がたくさんありました。
昼
ちゅう

食
しょく

の時
じ

間
かん

になると，メラニーは友
とも

達
だち

と食
しょく

事
じ

をしました。それから，ジョニーが木
き

の下
した

にす
わっているのに気

き

づきました。ジョニーはひとりでした。おやつを分
わ

けてあげられるかもし
れないと思

おも

いました。
メラニーはジョニーのところに歩

ある

いて行
い

き，すわりました。「こんにちは，ジョニー！」
ジョニーは彼

かの

女
じょ

を見
み

上
あ

げました。「やあ。」このお話
はなし

は台
たい

湾
わん

での出
で

来
き

事
ごと

です。

メラニーはできるだけ急
いそ

いで校
こう

庭
てい

を横
よこ

切
ぎ

って走
はし

りました。三
さん

人
にん

のクラス
メートがメラニーのほんの数

すう

歩
ほ

先
さき

にいました。友
ゆう

人
じん

たちは「安
あん

全
ぜん

区
く

域
いき

」
の印
しるし

を付
つ

けたラインに近
ちか

づいていました。
メラニーは腕

うで

を伸
の

ばし，自
じ

分
ぶん

の足
あし

を強
つよ

く押
お

しました。ついにそのうちの
二
ふた

人
り

にタッチしました。
「つかまえた！」メラニーは言

い

いました。友
ゆう

人
じん

たちは地
じ

面
めん

にたおれこみながら
笑
わら

いました。
「速

はや

いわね 」，ジアが息
いき

を切
き

らして言
い

いました。
メラニーはジョニーにもタッチできそうでした。でも，ダメでした。

ジョニーは彼
かの

女
じょ

を指
ゆび

さして笑
わら

いました。「遅
おそ

すぎたね！」それからメラニーの名
な

前
まえ

を呼
よ

びました。
メラニーは顔

かお

をしかめました。ジョニーはとっても意
い

地
じ

悪
わる

で
した。メラニーはそれがイヤでした。

放
ほう

課
か

後
ご

，メラニーはキッチンのテーブルにすわり，お姉
ねえ

さんと
一
いっ

緒
しょ

に宿
しゅく

題
だい

に取
と

り組
く

みました。でも，ついジョニーの言
い

ったこ
とを考

かんが

えてしまうのです。
「リブ，誰

だれ

かが意
い

地
じ

悪
わる

なことしたらどうする？」メラニーはたず
ねました。

リブはメラニーを見
み

ました。「だれかが意
い

地
じ

悪
わる

なことをした
の？」

メラニーはうなずきました。「学
がっ

校
こう

の男
おとこ

の子
こ

なの。いつも意
い

地
じ

悪
わる

してくるの！」
リブは鉛

えん

筆
ぴつ

を置
お

きました。「それはつらいわね。かわいそうに。」リブは身
み

をかがめて，うで
を組

く

みました。「その子
こ

に何
なに

かよいことができるかもしれないわ。」
メラニーは鼻

はな

にしわをよせていました。「何
なに

かよいこと？」それはあまり楽
たの

しそうには思
おも

えま
せんでした。
「そうよ！」リブはうなずきました。「あなたが親

しん

切
せつ

にするなら，その子
こ

も親
しん

切
せつ

にしてく
れるかもしれないわ。やってみたことある？」

メラニーは首
くび

を横
よこ

にふりました。この考
かんが

えに疑
ぎ

問
もん

をいだいていました。なぜメラニー
は意

い

地
じ

悪
わる

な人
ひと

に親
しん

切
せつ

にするのでしょうか。
その夜

よる

，メラニーはいのりました。「天
てん

のお父
とう

様
さま

，ジョニーがわたしにもっと親
しん

切
せつ

にして
くれるよう祝

しゅく

福
ふく

してください。」少
すこ

し間
ま

をおきました。リブが言
い

ったことをもう一
いち

度
ど

考
かんが

え
ました。「そして，わたしもジョニーに親

しん

切
せつ

にできる方
ほう

法
ほう

を見
み

つけられるよう助
たす

けてくだ

「クッキー，食
た

べる？」と，聞
き

きました。
メラニーはクッキーを一

ひと

つ，ジョニーに手
て

渡
わた

しました。ジョニーはクッキーを受
う

け
取
と

り，にっこりしました。「ありがとう。」
「ハイキング，楽

たの

しかった？」とメラニーはたずねました。
「うん。みんなでわたった橋

はし

はすごかったね。」ジョニーはクッキー
をかじりました。「うーん，本

ほん

当
とう

においしいよ。」
「ありがとう！ お母

かあ

さんやお姉
ねえ

ちゃんと一
いっ

緒
しょ

に作
つく

ったの。」
メラニーとジョニーは一

いっ

緒
しょ

に昼
ちゅう

食
しょく

を終
お

えました。二
ふた

人
り

とも好
す

きなカー
ドゲームについて話

はな

しました。ジョニーは本
ほん

当
とう

にとても面
おも

白
しろ

かったの
です。二

ふた

人
り

はたくさん笑
わら

いました。メラニーは，ジョニーがから
かったときよりもこの方

ほう

がずっと好
す

きでした。
「ゲームをしない？」ジョニーはみんなのあとについてハ
イキングコースを下

くだ

りながら，たずねました。
メラニーはうなずいてほほえみました。「もちろん

よ！」
その後

ご

のハイキングの間
あいだ

，二
ふた

人
り

は交
こう

代
たい

で岩
いわ

の間
あいだ

をとび
はねました。メラニーは，とても楽

たの

しい時
じ

間
かん

をすごし
ました。ハイキングが終

お

わって家
いえ

に帰
かえ

る時
じ

間
かん

に
なると，メラニーは別

わか

れるのがさびしくなりま
した。

「来
らい

週
しゅう

，あのカードゲームをしようよ」と，ジョニー
は言

い

いました。
メラニーはうなずきました。「いいわよ！ じゃあね，ジョニー！」
メラニーは手

て

をふり，にっこりしました。ジョニーはもうメラニーをか
らかっていた男

おとこ

の子
こ

ではありませんでした。ジョニーは今
いま

メラニーの友
とも

達
だち

になったのです。●

ノエル・ランバート・バラス
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）
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